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(57)【要約】
【課題】装着体の設置箇所の状況の如何にかかわらず設
置が確実に行なえるスタンド装置を提供する。
【解決手段】スタンド装置は、スタンドをスタンドベー
スに取り付ける際には、切り欠き部と係止部とを対応さ
せて支持プレートを凹型溝に嵌合させた後、スタンドベ
ースの上面と係止部との間で支持プレートの縁部を挟持
するように当該支持プレートが凹型溝の周縁に沿って回
動されるように構成した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　載置面に固定されるスタンドベースと、該スタンドベースに着脱自在であって装着体を
支持するスタンドと、からなるスタンド装置であって、
　前記スタンドベースは、当該スタンドベースの上部に形成された円形状の凹型溝と、前
記凹型溝の周縁から当該スタンドベースの上面に突出して設けられた係止部と、を備え、
　前記スタンドは、前記係止部を挿入可能な切り欠き部を縁部に有し、前記凹型溝と嵌合
する環状の支持プレートを備え、
　前記スタンドを前記スタンドベースに取り付ける際には、前記切り欠き部と前記係止部
とを対応させて前記支持プレートを前記凹型溝に嵌合させ、前記スタンドベースの上面と
前記係止部との間で前記支持プレートの縁部を挟持するように当該支持プレートが前記凹
型溝の周縁に沿って回動されることを特徴とするスタンド装置。
【請求項２】
　前記凹型溝内に形成された表面が平坦で滑らかな滑面と、前記支持プレートの中央底面
部分に形成されて吸着により前記滑面に取付けられる吸着手段と、前記吸着手段を前記滑
面に装着して吸着状態にする装着手段と、
を備えていることを特徴とする請求項１に記載のスタンド装置。
【請求項３】
　前記吸着手段と前記滑面との吸着状態を解除する解除手段を備えていることを特徴する
請求項２に記載のスタンド装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、設置箇所に固定されるスタンドベースと、スタンドベースに着脱自在であっ
て装着体を支持するスタンドとからなるスタンド装置に関し、特に、装着体を車両などに
設置して使用する場合に適用されるスタンド装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、車載用電子機器として音楽再生機能やデジタル放送受信機能を内蔵したナビゲー
ション装置が普及している。これらの車載用電子機器は、車内のダッシュボードなどに固
定されたスタンド装置に取付けられている。
【０００３】
　この種のスタンド装置としては、例えば、下記の特許文献１（特開平８－２９５１８５
号公報）に示す従来技術が提案されている。この従来の着脱式スタンドにおいては、車載
用電子機器としてのＧＰＳモニターを装着したアタッチメントをベース雲台によってスタ
ンドベースに対して選択的に着脱可能に連結するようにしたものである。また、この着脱
式スタンド装置には、ベース雲台の旋回位置をロックする旋回ロック機能部が設けられて
いる。
【０００４】
　これにより、ＧＰＳモニターは左右方向に向きを自由に旋回操作して所望の位置でロッ
クして使用できる。
【０００５】
　また、スタンドベースをダッシュボードに固定する方法としては吸盤を用いることも考
えられている。
【特許文献１】特開平８－２９５１８５号公報（段落［００１６］～段落［００２０］、
段落［００２６］）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の着脱式スタンドにおいては、アタッチメントをスタンドベースに
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着脱する際に、アタッチメント側の円形ロック片をスタンドベース側のベース雲台組込溝
に挿入する作業を直視して行う必要があるため、フロントガラスなどが邪魔になって迅速
に着脱作業を行うことができないという問題点があった。
【０００７】
　また、吸盤を用いてアタッチメントの取り付け作業を行うことが考えられるが、例えば
ダッシュボードのようにシボ加工が施された複雑な凹凸模様により形成されている設置箇
所では吸盤による吸着力が十分に得られないため、設置箇所が大きく制限されてしまうと
いう問題点があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、上記の問題点を解消することを課題とし、装着体の設置箇所の状況
の如何にかかわらず設置が確実に行なえるスタンド装置を提供することを目的とするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記課題を解決するため、本願の請求項１に係る発明は、
　載置面に固定されるスタンドベースと、該スタンドベースに着脱自在であって装着体を
支持するスタンドと、からなるスタンド装置であって、
　前記スタンドベースは、当該スタンドベースの上部に形成された円形状の凹型溝（例え
ば下記実施例では、凹型溝３２に相当する）と、前記凹型溝の周縁から当該スタンドベー
スの上面に突出して設けられた係止部（例えば下記実施例では、係止用突起３３－１，３
３－２と係止用爪片３４－１，３４－２に相当する）と、を備え、
　前記スタンドは、前記係止部を挿入可能な切り欠き部（例えば下記実施例では、切り欠
き４７－１，４７－２に相当する）を縁部に有し、前記凹型溝と嵌合する環状の支持プレ
ート（例えば下記実施例では、支持プレート４１に相当する）を備え、
　前記スタンドを前記スタンドベースに取り付ける際には、前記切り欠き部と前記係止部
とを対応させて前記支持プレートを前記凹型溝に嵌合させ、前記スタンドベースの上面と
前記係止部との間で前記支持プレートの縁部を挟持するように当該支持プレートが前記凹
型溝の周縁に沿って回動されることを特徴とする。
【００１０】
　また、本願の請求項２に係る発明は、請求項１に係るスタンド装置において、
　前記凹型溝内に形成された表面が平坦で滑らかな滑面（例えば下記実施例では、滑面３
５に相当する）と、前記支持プレートの中央底面部分に形成されて吸着により前記滑面に
取付けられる吸着手段（例えば下記実施例では、吸盤４２に相当する）と、前記吸着手段
を前記滑面に装着して吸着状態にする装着手段（例えば下記実施例では、吸盤装着レバー
４６に相当する）と、
を備えていることを特徴とする。
【００１１】
　また、本願の請求項３に係る発明は、請求項２に係るスタンド装置において、
　前記吸着手段と前記滑面との吸着状態を解除する解除手段（例えば下記実施例では、突
出片４８に相当する）を備えていることを特徴する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のスタンド装置は、次に示すような優れた効果を奏する。
【００１３】
　すなわち、請求項１に係る発明においては、スタンド装置は、凹型溝と係止部を有する
スタンドベースと、凹型溝に回動可能なように嵌め込まれ、スタンドベースの上面と係止
部との間で挟持される支持プレートを有するスタンドと、備えている。
【００１４】
　このような構成によれば、スタンドベースに対するスタンドの旋回方向の回動位置は凹
型溝内での支持プレートの回動方向の位置によって決まる。そして、その位置で支持プレ
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ートの縁部がスタンドベースの上面と係止部との間で挟持されるので旋回方向の回動位置
が固定される。従って、スタンドに取付けられた装着体は旋回方向に任意の位置を取るこ
とができると共に、旋回方向の位置がスタンドベースの上面と係止部との間で支持プレー
トを挟持するロック機構により固定されるので振動などの外力によって動いてしまうこと
ないスタンド装置を提供できる。
【００１５】
　また、設置箇所となる載置面はスタンドベースが接着などにより固定できる面であれば
よいので、面が如何なる状態であってもスタンドベースを確実に固定できる。即ち、スタ
ンドでもって装着体を設置箇所に設置する構成が、スタンドベースの設置箇所への固定と
上記ロック機構によるスタンドのスタンドベースへの固定とに分離したので、それぞれの
利点を生かして確実にして迅速な装着体の設置、取外しができるスタンド装置を提供でき
る。
【００１６】
　また、請求項２に係る発明においては、請求項１に係るスタンド装置は、スタンドベー
スが表面に平坦な滑面を有し、スタンドに吸着手段が設けられている。そして、吸着手段
を滑面に装着して吸着状態にする装着手段を備えている。
【００１７】
　このような構成によれば、スタンドとスタンドベースが吸着手段により連結されている
ので、不用意にロック機構が解除される恐れがなく、装着体が設置箇所から落下し破損し
てしまう事故を確実に防止することができる。また、吸着手段による滑面への吸着を解除
しスタンドをスタンドベースから容易に分離させることができるので、スタンドをスタン
ドベースから取外すことに支障を生じないスタンド装置を提供できる。
【００１８】
　また、請求項３に係る発明においては、請求項２に係るスタンド装置において、吸着手
段と滑面との吸着状態を解除する解除手段を備えている。
【００１９】
　このような構成によれば、装着体をスタンドから取外して使用する場合は、吸着手段に
よる滑面への吸着を解除してスタンドをスタンドベースから容易に取外すことができる。
そのため、スタンドをスタンドベースから取外すことに支障を生じないスタンド装置を提
供できる。また、装着体の設置箇所には高さを低く抑えることができるスタンドベースだ
けを残すので邪魔にならない。特に、装着体を車両用に用いた場合には視界を妨げること
がなくなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の具体例を実施例及び図面を用いて詳細に説明する。但し、以下に示す実
施例は、本発明の技術思想を具体化するためのスタンド装置を例示するものであって、本
発明をこのスタンド装置に特定することを意図するものではなく、特許請求の範囲に含ま
れるその他の実施形態のスタンド装置にも等しく適用し得るものである。
【実施例】
【００２１】
　図１は、本発明の一実施例に係るスタンド装置に携帯型ナビゲーション装置を取付けた
状態を背面から見た斜視図、図２は、図１におけるスタンド装置をスタンドベースとスタ
ンドに分離した状態を示す斜視図、図３は、スタンドを底面から見た斜視図、図４は、ス
タンドをスタンドベースに嵌合させた状態を示す斜視図、図５は、図４の状態からスタン
ドを回動させた状態を示す斜視図である。
【００２２】
　本実施例に係るスタンド装置１０は、図１で示すように、装着体である携帯型ナビケー
ション装置２０を車両に搭載するために用いられるものであり、図２～図５で示すように
、スタンドベース３０とスタンド４０とで構成されている。
【００２３】



(5) JP 2010-121648 A 2010.6.3

10

20

30

40

50

　携帯型ナビゲーション装置２０は、図１で示すように、偏平で矩形の筐体２１と、筐体
２１の前面にタッチパネル式の表示操作面（図示せず）と、筐体２１の背面中央部に設け
られたスタンド装置１０を装着するための装着部（図示せず）とを備え、筐体２１内には
、ナビゲーション機能、音楽再生機能、デジタル放送受信機能、電池などが内蔵されてい
る。携帯型ナビゲーション装置２０は、車両に搭載されたときには車両から電力の供給を
受けて使用され、車両外で携帯し使用されたときには内蔵する電池から電力の供給を受け
て使用される。
【００２４】
　スタンドベース３０は、図２で示すように、円筒状のプレート３１と、プレート３１上
に設けられた円形状の凹型溝３２と、凹型溝３２の周縁に設けられた２つの係止用突起３
３－１，３３－２と、から構成されている。各係止用突起３３－１，３３－２の先端部分
にはそれぞれ係止用爪片３４－１，３４－２が形成されており、係止用突起と係止用爪片
とで断面が略Ｌ字型の形状をなしている。また、凹型溝３２には表面が平坦で滑らかな面
を有する円板が嵌合されて、その露出面に滑面３５が形成されている。
【００２５】
　なお、上記実施例では、凹型溝３２の周縁に２つの係止用突起を設けているが、スタン
ド４０をスタンドベース３０に安定して取り付けるために２つ以上の係止用突起を設けて
もよい。また、少なくとも２つの係止用突起、例えば、係止用突起３３－１，３３－２は
凹型溝３２の周縁に対向するように設けることが好ましい。
【００２６】
　スタンド４０は、図１、図２及び図３で示すように、凹型溝３２内に収まる外形を有す
る環状の支持プレート４１と、支持プレート４１の底面中央に設けられ滑面３５より小さ
な吸着面からなる吸盤４２と、支持プレート４１の上面中央に設けられ吸盤４２を覆う凸
球面状のスタンドカバー４３と、支持プレート４１及びスタンドカバー４３の上部に設け
られ上下に回動する連結アーム４４と、連結アーム４４の先端に設けられ携帯型ナビゲー
ション装置２０を着脱自在に装着する被装着部４５と、スタンドカバー４３の上部に設け
られ吸盤装着レバー４６と、から構成されている。
【００２７】
　ここで、支持プレート４１の円周縁には３カ所の切り欠き４７－１，４７－２，４７－
３が形成されている。３カ所の切り欠き４７－１，４７－２，４７－３の内、切り欠き４
７－１，４７－２は、それぞれ係止用突起３３－１，３３－２が挿入可能な位置に形成さ
れている。
【００２８】
　そして、支持プレート４１の縁部は、切り欠き４７－１，４７－２をそれぞれ係止用突
起３３－１，３３－２に嵌通させて凹型溝３２内に嵌合させた支持プレート４１を凹型溝
３２の周縁に沿って回動させると、スタンドベース３０の上面（滑面３５）と各係止用爪
片３４－１，３４－２の先端との間で挟持され得る厚さで構成されている。
【００２９】
　また、スタンドカバー４３は支持プレート４１と一体成型されており、スタンドカバー
４３に覆われた吸盤４２との間の中空状の空間には、吸盤装着レバー４６の回動操作に連
動して上下に可動する変位機構（図示せず）が設けられている。この変位機構は、吸盤４
２の背面に当接されており、吸盤装着レバー４６を起立状態から倒伏状態に回動させると
、一旦滑面３５に近づいてから離れる方向に変位する。これにより、吸盤４２は一旦滑面
３５に装着されてから吸盤４２の中央部分が滑面３５から引き離されるため、吸盤４２の
吸着面と滑面３５との間に真空状態が生じて吸着状態となる。
【００３０】
　このように、スタンドベース３０に形成された凹型溝３２、係止用突起３３－１，３３
－２と係止用爪片３４－１，３４－２、スタンド４０に設けられた支持プレート４１と切
り欠き４７－１，４７－２などにより、スタンド４０をスタンドベース３０に着脱自在に
取付けるとともに、スタンドベース３０に対するスタンド４０の旋回位置を設定する機構
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が構成されている。また、スタンド４０に設けられた吸盤装着レバー４６と変位機構によ
り、スタンドベース３０に対するスタンド４０の取付け状態を固定するための機構が構成
されている。
【００３１】
　また、図３で示すように、吸盤４２の外縁には吸盤と一体成形された突出片４８が突設
されており、この突出片４８は、切り欠き４７－３から支持プレート４１の上面に露出し
ている。このため、この突出片４８を引っ張ることで滑面３５と吸盤４２との間に生じて
いる真空状態の間隙に空気が入り吸着力が弱まるので、吸盤４２が滑面３５から外れるこ
とになる。
【００３２】
　このように、スタンド４０に設けられた切り欠き４７－３と突出片４８などにより、吸
盤４２と滑面３５との吸着状態を解除してスタンド４０をスタンドベース３０から取り外
すための機構が構成されている。
【００３３】
　なお、被装着部４５は、図２～図５において省略して図示されていないが、連結アーム
４４とネジによって螺合されている。また、被装着部４５は携帯型ナビケーション装置２
０を装着した状態を保持するロック機構（図示せず）を有している。
【００３４】
　次に、上述した本実施例のスタンド装置１０の設置方法について説明する。          
【００３５】
　まず、図２で示すように、スタンド４０と分離したスタンドベース３０を用意し、この
スタンドベース３０を車両などのダッシュボードの携帯型ナビゲーション装置２０を設置
すべき箇所に、そのプレート３１の底面に両面テープを貼着して固定する。
【００３６】
　そして、固定されたスタンドベース３０の凹型溝３２内にスタンド４０の支持プレート
４１を嵌め込む。この嵌め込みに際しては、スタンドベース３０に対するスタンド４０の
位置を定め、この位置に相当する係止用突起３３－１，３３－２に切り欠き４７－１，４
７－２を合わせ、スタンド４０を上方から押し付ける。このようにして、図４で示すよう
に、係止用突起３３－１，３３－２はそれぞれ切り欠き４７－１，４７－２を嵌通し、ス
タンド４０はスタンドベース３０に嵌合される。
【００３７】
　次に、図４で示すように、スタンドベース３０上にスタンド４０が嵌合された状態にお
いて、スタンドベース３０に対するスタンド４０の旋回方向の位置を定め、この位置に相
当する向きまでスタンド４０の支持プレート４１を凹型溝３２の周縁に沿って矢印Ａ方向
へ回動させる。その結果、支持プレート４１の縁部は、スタンドベース３０の滑面３５と
各係止用爪片３４－１，３４－２の先端との間で挟持されてロック状態となり、図５で示
すように、スタンド４０はスタンドベース３０に所定の向きに取付けられる。
【００３８】
　そして、図１で示すように、スタンドベース３０上にスタンド４０が取付けられた状態
において、吸盤装着レバー４６を押し下げて図４で示す起立状態から倒伏状態に回動させ
ると、吸盤４２が滑面３５に装着されて、その後吸盤４２の中央部分が滑面３５から引き
離されて、吸盤４２と滑面３５との間に真空状態が生じて吸着状態となる。
【００３９】
　このようにして、図１で示すように、スタンド４０はスタンドベース３０に固定され、
その後、携帯型ナビゲーション装置２０は、被装着部４５を介して連結アーム４４に装着
され、車両に搭載された状態で使用される。
【００４０】
　ここで、スタンド４０は初めに携帯型ナビゲーション装置２０を装着し、その後に携帯
型ナビゲーション装置２０を支持した状態でスタンドベース３０に取付けるようにしても
よい。
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【００４１】
　車両に搭載された携帯型ナビケーション装置２０を取外す場合は、吸盤装着レバー４６
を図５で示す起立状態に引き上げた後、突出片４８を摘んで引っ張ることで滑面３５から
吸盤４２を一部剥がすことにより、吸盤４２による滑面３５への吸着状態を解除する。そ
して、スタンド４０の支持プレート４１を凹型溝３２の周縁に沿って矢印Ｂ方向へ回動さ
せる。その結果、図４で示すように、スタンドベース３０の滑面３５と各係止用爪片３４
－１，３４－２の先端との間で挟持された支持プレート４１の縁部のロック状態を解除し
、スタンド４０を上方に持ち上げてスタンドベース３０から離す。
【００４２】
　このようにスタンドベース３０上から取外されたスタンド４０と携帯型ナビゲーション
装置２０は他の場所に設置されたスタンドベースに取付けることが可能となる。また、携
帯型ナビゲーション装置２０はスタンド４０と分離して携帯用として使用することが可能
となる。
【００４３】
　従って、上述した本発明の一実施例によれば、携帯型ナビケーション装置２０を車両に
設置する場合は、スタンドベース３０を設置箇所に固定し、スタンドベース３０側の凹型
溝３２にスタンド４０を嵌めこんで回動させて取付け、スタンド４０の被装着部４５に携
帯型ナビケーション装置２０を装着すればよい。ここで、スタンドベース３０には係止用
突起３３－１，３３－２と係止用爪片３４－１，３４－２、および滑面３５が設けられ、
スタンド４０には、滑面３５と各係止用爪片３４－１，３４－２の先端との間で挟持され
る支持プレート４１が設けられている。
【００４４】
　そのため、スタンドベース３０に対するスタンド４０の旋回方向の回動位置は凹型溝３
２内での支持プレート４１の回動方向の位置によって決まる。そして、その位置で支持プ
レートの縁部がスタンドベース３０の上面と係止部との間で挟持されるので旋回方向の回
動位置が固定される。このロック機構による固定状態は、振動などの外力によって旋回方
向の位置が動いてしまうことがない。そのため、比較的重量の大きい携帯型ナビケーショ
ン装置２０が車両の振動などによって大きな外力を受けても向きが変わってしまうことが
ない。
【００４５】
　また、設置箇所はスタンドベース３０が接着などにより固定できる面であればよい。そ
のため、設置面がシボ加工などを施された面、湾曲している面など如何なる状態であって
もスタンドベース３０を確実に固定できる。その結果、スタンド４０でもって携帯型ナビ
ゲーション装置２０を設置箇所に設置する構成は、スタンドベース３０の設置箇所への接
着などによる固定と、ロック機構によるスタンド４０のスタンドベース３０への固定とに
独立させ、夫々の利点を損なうことがないよう形成されている。従って、携帯型ナビゲー
ション装置２０はスタンド４０を介して容易に設置あるいは取外しを行うことができる。
【００４６】
　また、上述した本発明の一実施例のスタンド装置１０によれば、スタンドベース３０は
表面が平坦な滑面３５を有している。そして、携帯型ナビゲーション装置２０を被装着部
４５によって装着するスタンド４０には吸盤４２が設けられている。
【００４７】
　そのため、スタンド４０とスタンドベース３０が吸盤４２により連結されているので、
不用意にロック機構が解除される恐れがなく、携帯型ナビゲーション装置２０が設置箇所
から落下して破損してしまう事故を防止できる。特に、このような構成は携帯型ナビゲー
ション装置２０を車両内に設置して使用する場合に有用である。
【００４８】
　さらに、上述した本発明の一実施例のスタンド装置１０によれば、携帯型ナビゲーショ
ン装置２０をスタンド装置１０から取外して使用する場合は、突出片４８を摘んで引っ張
ることで吸盤４２による滑面３５への吸着状態を解除する。吸盤４２による滑面３５への



(8) JP 2010-121648 A 2010.6.3

10

20

30

吸着を解除しスタンド４０をスタンドベース３０から容易に取除くことができる。そのた
め、設置箇所には不用になったスタンド４０は存在せず、簡素な構成で高さを低くできる
スタンドベース３０だけを残すので邪魔なものがなくなる。特に、車両用に用いた場合に
は視界を妨げることがなくなる。
【００４９】
　なお、上記実施例においては、装着体としては携帯型ナビゲーション装置２０としたが
、本発明はこれに限定されることなく、携帯通信機器や携帯音楽再生装置、その他の各種
電子機器などにも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の一実施例に係るスタンド装置に携帯型ナビゲーション装置を取付けた状
態を背面から見た斜視図である。
【図２】図１におけるスタンド装置をスタンドベースとスタンドに分離した状態を示す斜
視図である。
【図３】スタンドを底面から見た斜視図である。
【図４】スタンドをスタンドベースに嵌合させた状態を示す斜視図である。
【図５】図４の状態からスタンドを回動させた状態を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００５１】
１０・・・・スタンド装置
２０・・・・携帯型ナビケーション装置
３０・・・・スタンドベース
３１・・・・プレート
３２・・・・凹型溝
３３－１，３３－２・・・・係止用突起
３４－１，３４－２・・・・係止用爪片
４０・・・・スタンド
４１・・・・支持プレート
４２・・・・吸盤
４３・・・・スタンドカバー
４４・・・・連結アーム
４５・・・・被装着部
４６・・・・吸盤装着レバー
４７－１，４７－２，４７－３・・・・切り欠き
４８・・・・突出片
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